
3/1（日）

開催日程 会場／定員30人（先着順） プログラム

13:00～14:00  農園でフィールドワーク
14:15～16:30  講演 ＋ Q&A

リハ・アクティヴセンターTAIYO
（福島県浪江町大字幾世橋字長田2-1）

2015年

参加費無料

【主催】特定非営利活動法人 Jin
〒969-1101　福島県本宮市高木字黒作1　（サポートセンター本宮内）
TEL:0243-33-6336　FAX:0243-33-6336

【お問い合わせ・お申し込み先】特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）
〒981-0932　宮城県仙台市青葉区木町16-30　シンエイ木町ビル１階
TEL:022-727-8730　FAX:022-727-8737

住民がつくる の村おこし

平成26年度 浪江町・町民協働による「復興まちづくり」支援事業　

「やねだん」の実践に学び

浪江の再生を考える ！

石破 茂地方創生担当大臣も1月に訪問し感銘した



参加をご希望の方は、下記の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、FAXまたは郵送のいずれかでお申し込みください。
申込受付後、受講票ならびに会場の地図等を、FAXまたは郵便にてお送りいたします。
浪江町への立入りには、浪江町への許可申請が必要となります。お名前と所属名、緊急連絡先のほか、自動車でお出での方は、
車種・色・ナンバーをお知らせくださいますようお願いします。

「やねだん」の実践に学び 浪江の再生を考える! 参加申込書

書籍・DVD購入申込書

全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

参 加 者 氏 名 緊急連絡先（携帯番号等）
車          種 色 ナ ン バ ー

参 加 者 情 報

所 属 （勤 務 先）

住　     　所

参加申込締め切り
2015年2月18日（水）

例 ： トヨタカローラ 例 ： 赤 例 ： 福島  500  い  56-78

地元の人から通称「やねだん」と呼ばれるこの地区では、高校生や高齢者がともに働き、からいも（サツマイモ）づくりをは
じめとする特産品販売や、家畜の糞尿の匂いが消える土着菌（微生物）の製造販売を展開中。得た収益は、地区の教育・福
祉活動・地域の活性化事業に充てるほか、2006年には、集落の全122世帯にボーナスとして1万円ずつ分配したことが
大きな話題に。行政からの補助金や観光資源に頼らないまちづくりは、いまや地域再生のモデルとして、全国から注目され
ています。これを読めば、人を育て、地域を育てる、「地域再生術」がわかる！

小さな集落のたゆまぬ活動はこうして実を結んだ！　平成16年政府農村モデルに選定された鹿児島県柳谷集落の「むら」
おこし実践記録がDVDで見られる！　笑いと涙の感動がこの一枚に詰まっています。
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